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プロジェクト名称 

 
プロジェクト活動概要 

 
 本団体は、メディアコンテンツの創造を通してあらゆる分野の技術を持つ⼈と共同制作を⾏い、団員各

位のスキルアップと斬新なアイディアからなる新しいメディアコンテンツの創造を⽬的としています。 
 主に現在は、Unity によるゲーム制作や、楽曲の作成。映像の編集や Line スタンプの製作を⾏ってい
ます。
 
 
活動状況報告＆活動写真など   活動期間：2015 年 1 月 1 日 ～ 3 月 31 日 

 
 今期間の活動としましては、⼤きく２つに分かれて活動を⾏ってまいりました。 
 
 １つは、楽曲の制作で、４⽉ 26 ⽇に⾏われる M3 即売会にて以下の楽曲を販売する予定でしたが、参
加の抽選で外れてしまった為、次回の M3 即売会とデジゲー博 2015 にて販売していく予定です。 
 
①M３に向けた楽曲作成 
 
・ボーカル曲 3 曲を収録した⾳楽 CD 
 楽曲は歌の収録以外は完了しております。ただ、今回の M3 に参加できなくなってしまった為、次回
の M3 に向けて 2 曲追加して活動しています。 
 
・著作権フリーのジャンル別⾳楽 CD 
 去年のデジゲー博 2014 にて販売した物の評判が良かったため、次回の販売会でも出品する予定です。 
販売⽤ CD に曲を取り込むところまで完了していますが、M3 に参加できなくなってしまった為、次回の
M3 に向けて新しいタイプの曲を収録した著作フリー作品を作っていく予定です。 
 
・著作権フリーのジャンル別 SE を収録した CD 
 今年度から制作を開始しており、主に FOLEY での SE の作成を⾏っております。新しい分野への挑戦
という意味も込めて、まずはデジタルの SE には頼らずに制作しております。 
 
②Cate Viewer におけるバックミュージック、⾳声収録（参加者：由⽥、⾼橋） 
 アプリケーション内における BGM の制作、キャラクターの⾳声収録を⾏い、アプリケーションの完成
度の向上をしました。また、今後のアップデートのたびに、新しいシステムや機能の追加時においての
BGM や SE、⾳声収録も今後やっていく予定です。  
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もう１つは、イラスト制作と・システム,アプリケーションの制作です。 
今期ではシステムとしまして、団員の活動をしやすくするための Web ツールの作成と⾃団制作の Cate 
Viewer の便利機能の追加とアップグレードを⾏いました。 
 
① COMCREATE メンバーズページ 
 弊団体のホームページに団員及び会員の専⽤サイトを開設しました。メンバーのスケジュール管理や
進⾏状況。素材の管理や連絡などを⾏うことができます。今後スマートフォンの対応を⾏っていく予定
です。 
 

② COMCREATE チャットアプリ 
 団員のみが参加できるグループチャットアプリ。今後は本アプリケーションをモックとし、他団体に
も売り込みたいと考えています。 

 
③ Cate Viewer 2.0 
 昨年度、制作した Cate Viewer に時計および⽬覚まし機能など便利ツールとしてアップグレードした
アプリケーションを開発中です。イラストも解像度が上がりよりクリエイティブなものとなっています。 
 
④ Unity 便利スクリプト 
 Adobe製品のPhotoshopなどで作成されたUIイラストのレイアウトをインスペクターによる⼊⼒で、
デバイスのレイアウトに合わせてサイズと位置を⾃動調整してくれるスクリプトを作成しました。これ
によりプログラミングができないデザイナーが Unity 上でテストすることが可能となりました。 
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今後の活動計画、⽬標、意気込みなど 

 
 今後の活動としましては、次回の M3 即売会とデジゲー博 2015 に向けた楽曲制作と現在開発中のアプ
リケーションを完成させたいと思っております。また、⾃団体で利⽤しているツールなどをサービスと
して⼀般公開していけたらと考えております。 
 
 本プロジェクトを通して、団員の創作意欲の向上が⾒られ個々に積極的な活動が活発になっています。
今後も活動を続けることで、団員だけでなく世の中のクリエイターが[ものづくり]をしやすい環境作りが
出来ればと思っております。 


